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【特集チーム】
永井 美佳、濱島 淑恵、牧口 明、
南 多恵子、百瀬 真友美

特集

介護を必要とする家族のケアを大人同様に担う子どもたち、ヤン
グケアラー。学業に支障が出るなど厳しい環境の中で、家庭維持
のため欠かせない役割を担い、困難を抱えることも多い。
支援体制や社会の理解が不十分ななかで市民に何ができるのか。
当事者の声や先進地イギリスの活動例等をとおして考えてみた。

ヤングケアラー
をどう支えるか

2016 年に大阪府立高校 10 校（約 5000 人）、18 年に埼玉県立高校 11 校（約 4000 人）等の協力を得て濱島淑恵ら
の研究チームが実施した高校生への質問紙調査より。

当事者の声と支援活動

●家族の誰をケアしているか・どんなケアをしているか

大阪
（n=270）

埼玉
（n=206）

要ケア家族 人数 要ケア家族 人数
1 位 祖母 129 祖母 93
2 位 祖父 61 母 49
3 位 母 55 祖父 43
4 位 弟・妹 43 弟・妹 32
5 位 父 27 父 17

大阪
（n=265）

埼玉
（n=204）

ケアの内容 人数 ケアの内容 人数
1 位 家事 115 家事 95
2 位 力仕事 106 感情面のサポート 85
3 位 外出時の介助・付き添い 92 力仕事 78
4 位 感情面のサポート 74 外出時の介助・付き添い 61
5 位 病院や施設へのお見舞い 64 病院や施設とのやりとり 35

（いずれも、上位 5 項目・複数回答可。ｎは分析対象者数）
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ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
―
―
家
族
の
ケ
ア
を
担
う
子
ど
も
・
若
者
た
ち

濱
島 

淑
恵

大
阪
歯
科
大
学
医
療
保
健
学
部
准
教
授

家事をする（掃除、洗濯、食器の
後片付け、食事の準備等）

身体介助（入浴、排せつ、
食事等のサポート）をする

感情的サポート（なぐさめる、愚痴を聞く、
イライラをぶつけられる等）

通院や外出に付き添うきょうだいの世話をする

ヤングケアラーが
しているケアの例

イラスト・多田 文彦

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
と
の
出
会
い

　
「
親
の
介
護
の
た
め
大
学
を
辞
め
て
、
実

家
に
帰
ら
な
い
と
い
け
な
い
か
も
し
れ
な

い
」

　
十
数
年
前
、
４
年
生
に
な
ろ
う
と
す
る
学

生
が
こ
う
言
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
私
は

驚
き
、
ど
う
に
か
１
年
間
持
ち
こ
た
え
ら
れ

な
い
か
話
を
し
た
。
し
か
し
、
周
囲
の
反
応

は
さ
ま
ざ
ま
で
、「
大
げ
さ
な
」「
構
っ
て
ほ

し
い
だ
け
で
は
？
」
な
ど
冷
た
い
も
の
も

あ
っ
た
。
家
族
の
ケ
ア
を
担
う
子
ど
も
、
若

者
を「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」と
呼
ぶ
こ
と
は
、

当
時
は
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
か
く

い
う
筆
者
も
２
０
１
０
年
、
イ
ギ
リ
ス
で
開

催
さ
れ
た
国
際
会
議
で
こ
の
言
葉
を
初
め
て

知
っ
た
。
１
ペ
ー
ジ
の
２
調
査
は
、
そ
こ
で

の
経
験
を
も
と
に
実
施
し
た
も
の
で
、
子
ど

も
自
身
に
尋
ね
た
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
関
す

る
調
査
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
定
義

　
日
本
に
は
ま
だ
正
式
な
定
義
は
な
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
定
義
が
示
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で

は
「
疾
病
、
障
害
等
を
有
す
る
家
族
が
い
る

た
め
に
、
家
事
、
介
護
、
感
情
的
サ
ポ
ー

ト
、
年
下
の
き
ょ
う
だ
い
の
世
話
、
通
訳
な

ど
の
ケ
ア
を
担
っ
て
い
る
子
ど
も
ま
た
は
若

者
」
と
し
て
話
を
進
め
た
い
。
年
齢
に
つ
い

て
は
18
歳
未
満
と
す
る
報
道
も
あ
る
が
、
国

に
よ
っ
て
異
な
り（
イ
ギ
リ
ス
は
18
歳
未
満
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
25
歳
ま
で
）、
日
本
で

は
こ
れ
か
ら
議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
具
体
例
を
挙
げ
る

と
、
認
知
症
の
祖
父
母
の
介
護
、
見
守
り
を

す
る
、精
神
疾
患
を
有
す
る
母
親
を
支
え
る
、

障
害
を
有
す
る
家
族
の
世
話
を
す
る
、
日
本

語
を
第
１
言
語
と
し
な
い
親
の
通
訳
を
す
る

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
そ
の
他
、
家
事
、

年
下
の
き
ょ
う
だ
い
の
世
話
を
す
る
ケ
ー
ス

も
多
く
、
さ
ら
に
ア
ル
バ
イ
ト
等
で
家
計
を

支
え
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態

高
校
生
に
対
す
る
三
つ
の
質
問
紙
調
査
の
結
果
よ
り

　
子
ど
も
自
身
に
対
す
る
実
態
調
査
は
、
１

ペ
ー
ジ
の
２
調
査
と
、
埼
玉
県
が
実
施
し
た

20
年
の
調
査
（
以
下
、
埼
玉
県
調
査
）
が
あ

る
。
埼
玉
県
調
査
は
日
本
初
の
行
政
に
よ
る

調
査
で
約
５
万
人
の
高
校
２
年
生
を
対
象
と

し
て
お
り
、
そ
の
結
果
は
筆
者
ら
の
調
査
と

類
似
し
て
い
た
。

　
こ
れ
ら
の
調
査
で
は
、
ケ
ア
の
対
象
は
祖

父
母
、
母
が
多
く
み
ら
れ
た
。
特
に
筆
者
ら

の
調
査
で
は
、
母
親
の
場
合
、
精
神
疾
患
、

精
神
障
害
、
精
神
的
不
安
定
で
あ
る
ケ
ー
ス

が
多
か
っ
た
。
ま
た
、
父
親
、
き
ょ
う
だ
い

の
ケ
ア
を
し
て
い
る
者
が
一
定
数
い
た
こ
と

も
重
要
な
結
果
で
あ
る
。

　
ケ
ア
の
頻
度
、
時
間
は
毎
日
が
最
も
多
く

（
約
３
割
）、
筆
者
ら
の
調
査
で
は
、
週
４
、

５
日
以
上
と
ほ
ぼ
毎
日
ケ
ア
を
担
っ
て
い
る

者
が
約
４
割
に
の
ぼ
っ
た
。
１
日
の
ケ
ア
の

時
間
は
、
１
時
間
未
満
が
最
も
多
か
っ
た
が

（
約
３
割
）、
一
方
で
４
時
間
以
上
と
い
う
長

時
間
の
ケ
ア
を
担
っ
て
い
る
者
も
１
、２
割

程
度
い
た
。
埼
玉
県
に
よ
る
調
査
で
は
、
ケ

ア
の
時
間
が
長
期
化
す
る
ほ
ど
悩
み
を
抱
え

る
者
が
多
く
な
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
ケ
ア
の
内
容
は
（
調
査
に
よ
っ
て
選
択
肢

が
異
な
る
が
）
家
事
が
最
も
多
く
、
ほ
か
に

感
情
的
サ
ポ
ー
ト
、
外
出
時
の
介
助
・
付
き

添
い
等
が
挙
げ
ら
れ
た
。
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

の
語
り
で
も
家
事
は
よ
く
登
場
し
、
洗
濯
、

掃
除
、
食
器
の
後
片
付
け
、
調
理
な
ど
が
あ

る
。
普
通
の
手
伝
い
で
は
な
い
か
と
思
う
か

も
し
れ
な
い
が
、
ま
だ
ス
キ
ル
も
な
い
子
ど

も
た
ち
が
、
責
任
を
も
っ
て
、
毎
日
、
必
ず
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「
ス
フ
ィ
ア
基
準
」
っ
て
？

　

近
年
の
災
害
で
は
、
避
難
所
は
逃
げ
込
む
場

所
で
は
な
く
、
何
カ
月
も
生
活
す
る
場
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
し
か
し
、学
校
な
ど
の
空
間
で「
生

活
」
す
る
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
支
援
が
必
要
で
、

そ
れ
ら
が
互
い
に
調
整
さ
れ
、
協
働
し
な
け
れ

ば
、
せ
っ
か
く
助
か
っ
た
人
々
が
毎
日
の
生
活

で
困
難
を
感
じ
て
し
ま
う
。

　
「
調
整
と
協
働
に
基
づ
い
た
災
害
支
援
を
実

現
す
る
た
め
に
何
を
す
れ
ば
い
い
か
」
を
ま
と

め
た
も
の
が
ス
フ
ィ
ア
基
準
で
あ
る
。
ス
イ
ス

に
拠
点
が
あ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ス
フ
ィ
ア
が
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
発
行
し
て
お
り
、
日
本
語
版
も
ネ
ッ

ト
公
開
さ
れ
て
い
る
。
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
国
連

組
織
、
赤
十
字
、
世
界
中
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
協
働
し

作
成
さ
れ
て
い
る
。

　

例
を
あ
げ
る
と
、「
だ
れ
も
が
安
心
し
て
使

え
る
ト
イ
レ
空
間
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
作
れ
る
の
か
」
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
日
本
で
は
、「
ト
イ
レ
の
数
は
男

女
比
が
１
：
３
」
と
い
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て

い
る
本
と
認
識
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
し

か
し
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
基
づ
い
た
支
援
で

は
、
災
害
弱
者
が
守
ら
れ
に
く
い
、
地
域
住
民

の
自
主
性
が
尊
重
さ
れ
に
く
い
、
長
期
的
に
支

援
者
任
せ
の
文
化
に
結
び
付
く
―
―
こ
と
が
危

惧
さ
れ
る
。
ス
フ
ィ
ア
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
支

援
す
る
側
の
責
任
と
、
受
け
る
側
の
権
利
を
教

え
て
く
れ
、
多
く
の
支
援
団
体
が
関
わ
る
災
害

現
場
で
の
調
整
と
協
働
を
促
す
資
料
で
あ
る
。

宮
崎
大
学
医
学
部
看
護
学
科
教
授
、
人
道
支
援
に

お
け
る
質
の
保
証
と
説
明
責
任 

公
認
ト
レ
ー
ナ
ー
　

原
田 

奈
穂
子
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EARTH
大阪市西成区太子１丁目3-26　電話 070-1340-1212
営業時間 13:00～23:30頃　不定休

喫
茶
店
ぽ
い
何
か
」。
常
連
客
の
一
人
は
こ
う
い
っ

た
。

　
大
阪
メ
ト
ロ
の
「
動
物
園
前
駅
」
か
ら
す
ぐ
。
バ
ス
通

り
に
面
し
た
立
地
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
看
板
ら
し
い
も
の

を
出
し
て
い
な
い
た
め
、つ
い
通
り
過
ぎ
て
し
ま
い
が
ち
。

店
頭
の
チ
ラ
シ
ラ
ッ
ク
や
貼
り
紙
に
気
づ
い
た
ら
、
イ
ベ

ン
ト
も
開
催
し
て
お
酒
も
飲
め
そ
う
な
カ
フ
ェ
だ
と
初
め

て
わ
か
る
。
ラ
イ
ブ
を
聴
き
に
、
展
示
を
観み

に
、
時と

き
折お

り
開

か
れ
る
路
上
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
物
し
に
…
…
。
さ
ま

ざ
ま
な
き
っ
か
け
で
店
に
通
う
客
た
ち
は
、そ
の
「
何
か
」

の
と
り
こ
に
な
っ
た
人
た
ち
だ
ろ
う
。

　
店
主
の
寺
川
大
地
さ
ん
は
神
戸
の
ア
ー
ト
＆
カ
フ
ェ
ス

ペ
ー
ス
な
ど
を
経
て
、
２
０
１
２
年
に
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
を
開

い
た
。
20
席
弱
の
店
内
を
一
人
で
切
り
盛
り
し
て
い
る
の

で
、
他
の
人
か
ら
大
変
だ
ね
と
い
わ
れ
る
が
、「
意
思
決

定
や
判
断
が
自
由
に
で
き
る
の
が
い
い
」
と
話
す
。
オ
ー

ダ
ー
ご
と
に
豆
を
挽ひ

い
て
一
杯
だ
て
さ
れ
る
コ
ー
ヒ
ー
は

３
０
０
円
。
飲
食
物
の
持
ち
込
み
は
フ
リ
ー
で
、
ワ
ン
ド

リ
ン
ク
制
な
ど
の
決
ま
り
ご
と
も
な
い
。
ラ
イ
ブ
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
絵
や
写
真
の
展
示
…
…
。
寺
川
さ
ん
が

賛
同
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
企
画
に
は
店
内
ス
ペ
ー
ス
を
提
供

し
、
必
要
が
あ
れ
ば
音
響
機
材
な
ど
も
貸
し
出
す
。
外
部

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
地
元
西に

し
な
り成

が
舞
台
の
作
品
を
中
心
に
上

映
さ
れ
る
「
西
成
ド
ラ
ゴ
ン
映
画
祭
」
に
、
チ
ケ
ッ
ト
販

売
な
ど
で
協
力
し
て
き
た
。

　
知
ら
な
い
人
同
士
で
も
気
軽
に
会
話
で
き
る
よ
う
な
距

離
感
を
保
つ
席
の
配
置
。
大
手
チ
ェ
ー
ン
カ
フ
ェ
の
よ
う

に
静
か
に
本
を
読
ん
だ
り
勉
強
し
た
り
す
る
の
に
は
向
か

な
い
が
、
店
に
つ
ど
う
人
た
ち
の
世
間
話
の
な
か
か
ら
、

新
し
い
「
何
か
」
が
生
ま
れ
そ
う
な
空
間
だ
。 

編
集
委
員
　
村
岡 

正
司

右／「喫茶店ぽい何か」
としか気づかない外観
左／ 2020 年 12 月に
開かれたイベント「福
岡ちえぼう個展　かつ
ふじたまこ CD 発売記
念ライブ」

撮影＝江里口 暁子

同調圧力 
望月衣塑子、前川喜平、マーティン・
ファクラー 著
KADOKAWA ／角川新書、2019年6月
本体840円＋税

東京新聞社会部記者の望
もち

月
づき

衣
い

塑
そ

子
こ

氏、元文部科
学省事務次官の前川喜平氏、
それに元ニューヨーク・タイ
ムズ東京支局長のマーティ
ン・ファクラー氏が、メディ
アや教育現場における「同調
圧力」についておのおのの体
験を踏まえながら語ってい
る。巻末には、映画「新聞記
者」の劇中座談会も収録。
　望月氏は菅義

よし
偉
ひで

内閣官房長
官（当時）の記者会見での質
問に対し、事実に基づかない
質問は慎むよう官邸側から

「圧力」を受けた過去を持つ。
その「圧力」に対し、同僚や
メディア仲間などと抗議した
当時のいきさつや記者クラブ

制度の問題点などを指摘。報
道の原点に立ち返れば、同調
圧力が頭をかすめることはな
いと説く。
　前川氏は文部科学省にあっ
て組織の論理に従いながら
も、ときには面従腹背で精
力的に仕事をし、思い入れの
あった教育機会確保法などの
成立に尽力した。教育現場や
省内における圧力や忖

そん
度
たく

に触
れながら、自ら考える力を育
てる教育の必要性を訴える。
　ファクラー氏はアメリカの
報道が、アクセス・ジャーナ
リズム（権力者から情報をも
らう報道方法）から調査報道
へとシフトしていった背景
を、ベトナム戦争やイラク戦

争などをめぐる報道の失敗や
その反省から生まれてきたも
のだと説明。メディアと政権
の適切な距離感について主張
する。
　同調圧力は行政やメディア
といった縁遠い世界のことで
はなく、自身の地縁や血縁、
学校、職場などでも起こりう
る身近なことである。同調圧
力から抜け出し、少しでも言
いたいことが言え、自分らし
く生きていくためのヒントが
本書から得られるはずだ。

編集委員　阿部 太極

「
Ｅア

ー

ス

Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｈ
」

第71回
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今
月
の
作
品

「
イ
ヨ
マ
ン
テ 

―
熊
送
り
」

総監督・脚本：姫田忠義
企画・製作：
民族文化映像研究所
1977年｜ 103分｜
北海道沙流郡平取町二風谷

（
注
）ア
イ
ヌ
語
で「
イ
」は〝
そ
れ
〟、「
オ
マ
ン
テ
」は〝
送
る
〟を
意
味
す
る
。

第64回

第42回

1979年岐阜県生まれ。日本映
画学校（現・日本映画大学）卒
業後、日本各地の基層文化を
映像で記録・研究する民族文
化映像研究所に入所。所長の
姫田忠義に師事し、映像制作
に関わる。現在、株式会社工房
ギャレットの代表を務める。

●今月の館主

今
い ま い

井  友
と も き

樹

イラスト：杉浦 健

イ
ヨ
マ
ン
テ
（
注
）（
熊
送
り
）
は
、

ア
イ
ヌ
モ
シ
リ
（
人
間
世
界
）

か
ら
カ
ム
イ
モ
シ
リ
（
神
の
国
）
へ
熊

の
魂
を
送
り
返
す
儀
礼
で
あ
る
。
今
か

ら
44
年
前
の
１
９
７
７
年
、
萱
野
茂

（
１
９
２
６
～
２
０
０
６
）
が
若
い
ア

イ
ヌ
た
ち
に
ア
イ
ヌ
文
化
を
き
ち
ん
と

伝
え
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
北
海
道

の
平び
ら
と
り
ち
ょ
う
に
ぶ
た
に

取
町
二
風
谷
で
イ
ヨ
マ
ン
テ
が
執

り
行
わ
れ
た
。
こ
の
作
品
は
、
姫
田
忠

義
（
１
９
２
８
～
２
０
１
３
）
が
当
時

代
表
を
つ
と
め
て
い
た
民
族
文
化
映
像

研
究
所
に
よ
っ
て
、
そ
の
一
部
始
終
を

記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
イ
ヨ
マ
ン
テ
は
ア
イ
ヌ
の
自
然
観
や

生
命
観
が
凝
縮
さ
れ
て
お
り
、
最
大
か

つ
最
高
の
行
事
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て

き
た
。
劇
中
、
萱
野
が
こ
う
語
っ
て
い

る
。

　
「
ア
イ
ヌ
の
熊
に
対
し
て
の
考
え
方

と
い
う
の
は
、
熊
は
神
の
国
か
ら
ア
イ

ヌ
の
と
こ
ろ
へ
毛
皮
の
着
物
を
着
て
、

肉
の
食
べ
物
を
背
負
っ
て
、
熊
の
胃
と

い
う
万
病
の
薬
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ

る
。
だ
か
ら
食
べ
さ
せ
て
も
く
れ
る
、

着
せ
て
も
く
れ
る
、
薬
ま
で
と
い
う
わ

け
で
、
大
切
に
神
様
と
し
て
ま
つ
る
わ

け
で
す
ね
。
そ
の
神
様
の
子
ど
も
を
１

年
間
養
っ
て
お
い
て
神
の
国
に
返
す
と

き
に
、
で
き
る
だ
け
美お

い味
し
い
ご
馳ち

走そ
う

を
、
神
の
国
で
住
ん
で
お
る
父
神
・
母

神
へ
背
負
わ
せ
て
返
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
ア
イ
ヌ
の
村
で
あ
っ
た
と
同
じ
よ

う
な
大
宴
会
が
も
た
れ
る
と
。
そ
れ
で

二
度
も
三
度
も
ア
イ
ヌ
の
と
こ
ろ
へ
幸

せ
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
よ
う
に
、
そ

う
い
う
言
付
け
を
持
た
せ
て
神
の
国
へ

返
す
」

　
し
か
し
、
イ
ヨ
マ
ン
テ
は
野
蛮
な
行

為
で
あ
る
と
し
て
、
１
９
５
５
年
北
海

道
知
事
名
の
通
達
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ

て
し
ま
う
。
本
作
は
そ
の
禁
止
の
最
中

に
行
わ
れ
た
イ
ヨ
マ
ン
テ
で
あ
り
、
作

品
に
登
場
す
る
ア
イ
ヌ
の
人
び
と
か
ら

は
ア
イ
ヌ
文
化
を
継
承
し
よ
う
と
す
る

気
概
が
あ
り
あ
り
と
伝
わ
っ
て
く
る
。

　
イ
ヨ
マ
ン
テ
禁
止
の
通
達
は
、
昨
年

よ
う
や
く
撤
廃
さ
れ
た
。
こ
の
年
に
公

開
さ
れ
話
題
と
な
っ
た
劇
映
画
「
ア
イ

ヌ
モ
シ
リ
」
に
は
、
ア
イ
ヌ
の
血
を
引

く
少
年
が
イ
ヨ
マ
ン
テ
を
通
じ
て
ア
イ

ヌ
文
化
の
神
髄
に
触
れ
る
様
子
が
描
か

れ
て
い
る
。
劇
中
で
は
、
重
要
な
部
分

に
こ
の
「
イ
ヨ
マ
ン
テ 

―
熊
送
り
」

の
映
像
も
一
部
登
場
す
る
。
当
時
イ
ヨ

マ
ン
テ
を
行
っ
た
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
、

記
録
を
残
し
た
人
た
ち
の
文
化
継
承
に

新
た
な
息
吹
き
を
与
え
る
作
品
と
な
っ

て
い
る
。

カフェから時代は創られる 
飯田美樹 著
クルミド出版、2020年9月
本体1800円＋税

昨春、筆者があるカフェ
の店主と交わした会話

をきっかけに知ったミュージ
シャンの曲想を友人たちに紹
介したところ、次々に共感が
広がって他の友人や家族など
に薦め、東京、神戸、沖縄を
むすぶコンサートの企画にま
で発展した。店主や常連客な
ども参加して昨秋第 1 回目
の開催が実現し、さらに新た
な交流が生まれた。そんなカ
フェ発のつながりの不思議さ
を実感していたころ、この本
に出合った。
　「カフェはただコーヒーを
飲みに行くための場ではない」

「出会った誰かと有意義な会
話が生まれ、発展していった

とき、予期せぬ何かが生まれ、
人生が変わる場」。みずから
もパリ留学中、カフェ通いを
した著者は、フランス革命の
ような社会変革やさまざまな
芸術運動がパリのカフェから
芽吹いたことを知り、研究に
没頭するようになる。
　本は 20 世紀前半のパリの
カフェから輩出された芸術家
や作家たちに焦点をあて、カ
フェという「場」が彼らの成
功にどう作用したかをつぶさ
に追う。興味深いのは当時の
カフェの存在が現代とは違
い、属する環境に居づらさを
感じたり、居場所を失ったり
した者が通う場としてとらえ
られていたこと。老人、学生、

亡命者、移民、そして詩人や
役者などの自称芸術家たちが
常連客の大半だったのだ。
　当時とシチュエーションは
違いこそすれ、現代のカフェ
にもそれを補って余る共通点
があるようだ。客同士の連帯
感、常連客を大切にする店主、
拠点としての居場所、予期せ
ぬ出会いがもたらすチャンス
……。キーワードは豊富にあ
る。最近話題の「サードプレ
イス」的なカフェの存在意義
についてのコラムなども盛り
込まれ、カフェを訪れること
が今までより一層楽しくなる
一冊だ。

　　　編集委員　村岡 正司
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